
フォトニュース

尖石遺跡、与助尾根遺跡、与助尾根南遺

跡の3遺跡からなる特別史跡 「尖石石器時

代遺跡」 は、日本で最初に縄文集落の構造

が明らかにされた遺跡です。ここに集落を

構えた縄文時代の人々は、台地上に住居を

つくり、谷部で飲料水を得ていました。縄文

時代の人々の生活に欠かすことのできない

湧き水のある谷部を、特別史跡に指定され

た台地と一体的に保護するために、「尖石さ

ま」の南側と尖石縄文考古館北側の谷部が、

3月26日に追加指定されました。

追加指定された 「尖石さま」南側の谷部（南西から）�→�

2月26日、茅野市運動公園総合体育館床改修工事が竣工しました。

昭和55年に総合体育館が建設されて以来、メイン体育館とサブ体

育館のフローリング床が張り替えられるのは初めてで、きしみや割れが

あった床を全面新しく改修しました。

この総合体育館床改修工事は、独立行政法人日本スポーツ振興セン

ターのスポーツ振興くじ助成金を受けて行われました。

特別史跡「尖石石器時代遺跡」

の範囲が広がりました

総合体育館の床を全面リニューアル

〜もう一度鏡のような床に〜
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